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ジャパン・アクティブ・グロース 

（資産成⻑型） 
運用報告書(全体版) 

 
第５期（決算日2017年12月20日） 

 
作成対象期間（2017年６月21日～2017年12月20日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 2015年９月25日から2025年12月22日までです。 

運 用 方 針 

ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、主としてわが
国の株式に実質的に投資し、信託財産の成長を目標に積極的な運用を行うことを基本とします。 
わが国の株式の中から、個別企業の調査・分析等に基づいたボトムアップアプローチにより、企業の経営戦略や財務戦略などを通じて
長期的な株主資本成長や利益成長が期待できる銘柄を選定します。 

主な投資対象 
ジャパン・アクティブ・グロース 

（資産成長型） 
マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、株式等に直接投資する場合があります。 

マザーファンド わが国の株式を主要投資対象とします。 

主な投資制限 
ジャパン・アクティブ・グロース 

（資産成長型） 
株式への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 株式への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、基準価額水準等を勘案して
分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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ジャパン・アクティブ・グロース（資産成長型）

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

東証株価指数 
( T O P I X ) 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

2015年９月25日 10,000 － － 1,426.97 － － － 665 

１期(2015年12月21日) 10,978 0 9.8 1,531.28 7.3 96.2 － 1,792 

２期(2016年６月20日) 9,987 0 △ 9.0 1,279.19 △16.5 95.9 － 2,657 

３期(2016年12月20日) 11,204 0 12.2 1,552.36 21.4 97.2 － 2,435 

４期(2017年６月20日) 12,183 0 8.7 1,617.25 4.2 97.1 － 1,647 

５期(2017年12月20日) 13,981 0 14.8 1,821.16 12.6 96.6 － 1,466 
 
＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

東証株価指数 
( T O P I X ) 

騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2017年６月20日 12,183 － 1,617.25 － 97.1 － 

６月末 12,073 △ 0.9 1,611.90 △ 0.3 96.7 － 

７月末 12,138 △ 0.4 1,618.61 0.1 97.3 － 

８月末 12,186 0.0 1,617.41 0.0 97.5 － 

９月末 12,669 4.0 1,674.75 3.6 96.2 － 

10月末 13,347 9.6 1,765.96 9.2 96.0 － 

11月末 13,771 13.0 1,792.08 10.8 96.2 － 

(期  末)       

2017年12月20日 13,981 14.8 1,821.16 12.6 96.6 － 
 
＊騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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ジャパン・アクティブ・グロース（資産成長型）

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2017年６月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）参考指数は、東証株価指数（TOPIX）です。参考指数は、作成期首（2017年６月20日）の値が基準価額と同一となるように計算してお

ります。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

＊基準価額は14.8％の上昇 

基準価額は、期首12,183円から期末13,981円に1,798円の値上がりとなりました。 

 

①の局面（期首～９月上旬） 

（上昇） ５月のフランス大統領選挙でEU（欧州連合）残留を主張するマクロン氏が勝利したこ

となどを受けた投資家心理の改善が継続し相場全体が上昇。 

（下落） 北朝鮮情勢を巡る懸念、トランプ政権の人事を巡る混乱などを受けて相場全体が下落。 

 

②の局面（９月中旬～11月上旬） 

（上昇） 安倍政権の衆議院解散を受けた海外投資家の先物買いや、外需関連企業の良好な決算

発表などを受けて相場全体が上昇。 
  



品 名：90001_140656_005_02_ジャパン・アクティブ・グロース（資産成長型）_704074.docx 

日 時：2018/1/22 11:00:00 

ページ：3 

 

－ 3 － 

ジャパン・アクティブ・グロース（資産成長型）

③の局面（11月中旬～期末） 

（下落） 米国のハイイールド債（低格付け債）市場の急落や、米国株式市場におけるハイテク

株の急落などを受けて相場全体が下落。 

（上昇） トランプ政権の法人減税実現期待などを受けて相場全体が上昇。 

 

○投資環境 

投資環境については、以下のように考えております。 

 

期首から９月上旬にかけては、５月７日に行なわれたフランス大統領選挙の決選投票におい

てEU（欧州連合）残留を主張するマクロン氏が最多得票となったことを受けた投資家の買い

が続く一方、北朝鮮情勢を巡る懸念やトランプ政権の人事を巡る混乱などもあって相場は一進

一退の展開となりました。 

９月中旬から11月上旬にかけては、安倍政権の衆議院解散を受けた海外投資家の先物買い

や、外需関連企業の良好な決算発表などを受けて相場全体が大きく上昇しました。 

11月中旬から期末にかけては、米国のハイイールド債市場の急落や米国株式市場におけるハ

イテク株の急落などを受けて弱含む場面もありましたが、トランプ政権の法人減税実現期待が

高まったこともあって投資家の買い意欲は衰えず、参考指数であるTOPIXは12月20日にリーマ

ンショック直前の2007年２月の高値を上回る1,821.16ポイントまで上昇しました。 
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ジャパン・アクティブ・グロース（資産成長型）

○当ファンドのポートフォリオ 

［ジャパン・アクティブ・グロース（資産成長型）］ 

基本方針として、実質の株式組入比率は高位を維持します。当ファンドは、［ジャパン・ア

クティブ・グロース マザーファンド］を高位に組み入れ、期末には96.6％としました。 

 

［ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド］ 

・株式組入比率 

現物株式につきましては、期を通じて高位を維持し、期末は96.8％としました。 

 

・期中の主な動き 

期末の銘柄数は62銘柄としました。 

 

＜投資割合を引き上げた主な業種（東証33業種分類による時価構成比、以下同じ）と銘柄＞ 

①化学（期首10.2％→期末13.9％） 

半導体用シリコンウエハーや塩化ビニールを中心に業績好調な信越化学工業、パッケージ印

刷や新興国向けビジネスの拡大などで売上高が増加基調に転じたDIC、半導体用封止材や自

動車用熱硬化性樹脂の販売が拡大基調にある住友ベークライトなどを買い付けました。 

②銀行業（期首0.0％→期末1.7％） 

持分法適用会社モルガン・スタンレーなど海外事業を伸ばすとともに国内銀行事業の収益構

造改革にも着手した三菱UFJフィナンシャル・グループを買い付けました。 

③卸売業（期首1.5％→期末3.1％） 

原料炭で高い競争力を持ち非資源事業を含めた投資の効率化でキャッシュフロー創出力が

高まる三菱商事、EMS（電子機器製造受託）大手で自動車用のLEDヘッドランプやADAS（先

進運転支援システム）の販売を伸ばすシークスを買い付けました。 

 

＜投資割合を引き下げた主な業種と銘柄＞ 

①電気機器（期首20.6％→期末17.9％） 

株価が大幅に上昇したシスメックス、ダブル・スコープなどを売却しました。 

②機械（期首12.9％→期末10.4％） 

北米事業の先行きに不透明感が出てきたホシザキ、株価が大幅に上昇したSMC、三浦工業な

どを売却しました。 

③精密機器（期首2.6％→期末1.8％） 

株価が大幅に上昇した島津製作所などを売却しました。 
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ジャパン・アクティブ・グロース（資産成長型）

・期末の状況 

＜参考指数と比べ多めに投資している主な業種＞ 

・国際競争力が高い企業が多く存在する化学、機械、電気機器 

・新たな市場を創出する企業が多く存在するサービス業、小売業 

 

＜参考指数と比べ少なめに投資している主な業種＞ 

・外部環境の変化により業績が大きく振れる企業が多く存在する銀行業、卸売業 

・業績拡大余地が乏しい企業が多く存在する陸運業、食料品、電気・ガス業 

 

 
 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは運用の目標となるベンチマー

クを設けておりません。 

コメント・グラフは、基準価額と参考指数の

騰落率の対比です。 

 

参考指数としている東証株価指数（TOPIX）

の騰落率が＋12.6％となったのに対して、基準

価額は＋14.8％となりました。 

 

【主な差異要因】 

（プラス要因） 

①参考指数に比べてパフォーマンスが良かっ

た機械、電気機器などへの投資割合を多めに

していたこと 

②参考指数に比べてパフォーマンスが悪かっ

た電気・ガス業、陸運業、食料品などへの投

資割合を低めにしていたこと 

③参考指数に比べて多めに投資していた朝日インテック、日本電産、いすゞ自動車、キーエン

ス、SMCなどが参考指数以上に値上がりしたこと 
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ジャパン・アクティブ・グロース（資産成長型）

（マイナス要因） 

①参考指数に比べてパフォーマンスの良かった卸売業、石油・石炭製品、鉄鋼、非鉄金属など

への投資割合を少なめにしていたこと 

②参考指数に比べてパフォーマンスが悪かった不動産業などへの投資割合を多めにしていた

こと 

③参考指数に比べて多めに投資していたKDDI、シマノなどが値下がりしたこと 

 

 

◎分配金 

（１） 今期の収益分配金については、基準価額の水準などを勘案して見送りとさせていただき

ました。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第５期 

2017年６月21日～ 
2017年12月20日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 3,980  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

◎今後の運用方針 

［ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド］ 

短期的な株価変動は相場環境に左右されますが、中長期的な株価形成は株主資本の積み上が

りに応じてなされると考えます。したがって当ファンドでは、個別企業の調査・分析等を中心

とした「ボトムアップアプローチ」により、企業の「強さ」と「伸び」をベースに、中長期に

わたり高いROEを継続し株主資本を着実に積み上げると予想される企業を中心とした投資を

行っていく考えです。 
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ジャパン・アクティブ・グロース（資産成長型）

今後の投資環境については、以下のように考えております。 

 

（１） 2008年のリーマンショック以降、一定の回復期間を経て、先進国経済は「低成長」「低イ

ンフレ率」の状態が長く続いています。その克服に向けFRB（米連邦準備制度理事会）を

はじめ各国の中央銀行は国債などの金融商品を自ら買い入れる形で「量的緩和政策」と

呼ばれる大規模な金融緩和策を実行してきました。ただ、資金需要が低迷する中で限界

も指摘されるようになったことに加え、大量に供給した資金が金融市場に流れ込むこと

で金融商品の価格が実態以上に上昇するなどの副作用に対する懸念、あるいは自ら買い

入れた金融商品の価格が下落に転じた場合に中央銀行のバランスシート（財務内容）が

劣化するなどの懸念も拭えません。 

そこで、FRBは量的緩和政策を通じて約4.5兆ドルにまで膨らんでいたバランスシートの

縮小を2017年10月に開始しており、今後、金融市場から引き揚げる資金の金額は年間で

6,000億ドル（約70兆円）に達する見通しです。FRBに匹敵する規模までバランスシート

を膨らませていたECB（欧州中央銀行）も資産の買い入れ規模を縮小する方針を明らか

にしたほか、GDP（国内総生産）に匹敵する規模までバランスシートを膨らませていた

日本銀行も資産買い入れペースを落とし始めているとの指摘があるなど、各国の中央銀

行は量的緩和政策の転換を進めつつあります。 

リーマンショック以降の大規模な量的緩和政策自体が史上初の試みだったうえ、金額が

膨大であったため、政策の転換に伴う影響を予想するのは困難です。もちろん、当局は

金融市場に大きな影響を与えないように最大限の注意を払うと思われますが、金融市場

の動きを当局が完全にコントロール出来るとは限らないことに留意すべきでしょう。 

 

（２） 2017年は世界全体の企業業績が大きく拡大する一年となりましたが、とくに好調だった

のが機械・電気機器や素材関連などの景気敏感業種でした。その最大の牽引役と考えら

れるのは米国に次ぐ世界第２位のGDPを誇る中国の政策転換です。 

2017年３月に開催された中国の国会にあたる全国人民代表大会では、中国経済の新常態

（ニューノーマル）として、「高成長から中成長への転換」「経済の質・効率を重視する政

策への転換」「生産の調整、過剰設備の廃棄を図っていく政策への転換」「低賃金の労働

力に頼らず技術革新・イノベーション（新機軸）による発展への転換」など、需要サイ

ドの刺激ではなく供給サイドの質の向上を目指した政策への転換が打ち出されました。

その結果、工場の省力化・自動化投資が拡大してロボット産業をはじめとする世界の機

械・電気機器メーカーが大きな恩恵を受けたほか、新たな産業育成として半導体分野へ

の投資拡大を推進したことで世界的に半導体製造装置メーカーの受注は急拡大しました。

また、鉄鋼・石炭の過剰供給能力の削減などを通じて世界的に素材価格が上昇したこと

で各国の素材・資源メーカーの業績は回復に転じ、鉱山機械などの需要も急回復しました。 

ただ、中国経済の先行きには注意すべき点もあります。中国政府は供給サイドの質の向

上とともに不動産バブルやインフレの抑制にも力を入れており、とくに「シャドーバン
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ジャパン・アクティブ・グロース（資産成長型）

キング」（影の銀行）と呼ばれる銀行システム外の活動による信用仲介への規制強化を続

けています。その結果、「理財商品」と呼ばれる金融商品の運用残高が頭打ちになるなど

一定の効果が出始めていますが、これが中国の経済や金融・不動産市場に今後どのよう

な影響を及ぼすのか、注視していく必要があると考えています。 

 

（３） 世界経済の先行きが依然として予断を許さない中、日本企業全体の業績が拡大を続ける

ことは難しくなっていると認識していますが、一方でマクロ環境に依存することなく独

自要因で成長を続ける企業も存在します。我々は今後、独自要因で成長を続ける企業と

その他の企業とのパフォーマンス格差が拡大する「二極化相場」が進む可能性が高いと

考えております。 

我が国には、刀鍛冶・鋳物職人の時代から長年にわたり熟練工が培ってきた「モノづく

り」の技術力、世界屈指のレベルにある豊富な人的資源・知的財産を背景とした科学技

術力・製品開発力、世界一品質に厳しいとされる日本の顧客の要求に応える中で培って

きた品質力・安定供給力・アフターサービス力などを磨くことで、国際的にみても高い

競争力を持つ企業が存在します。こうした「強い」企業の業績は、外国為替市場の動向

に関わらず拡大傾向にあります。 

また、IT（情報技術）・オートメーション（自動化）・省エネルギー・ヘルスケアなど、

様々な技術革新を通じて社会的ニーズに応え、新たな市場を創出する、又は社会的ニー

ズに応えられない旧来企業からシェアを奪う形で成長を遂げる企業は存在します。そう

した革新的な「伸びる」企業は人口減少の続く日本にあっても広大な潜在市場を開拓す

る余地を有しており、直近の業績も拡大基調にあります。 

このように、マクロ環境が停滞する中でも「強さ」あるいは「伸び」に秀でた企業の業

績拡大基調は続いており、今後もこのような傾向が続く可能性が高いと考えております。 

 

［ジャパン・アクティブ・グロース（資産成長型）］ 

当ファンドは引き続き第６期の運用に入ります。 

今後の運用に関しましては、前記の投資環境認識とマザーファンドの投資方針のもとで、

ファンドの資金動向に十分配慮しながら、主要投資対象である［ジャパン・アクティブ・グロー

ス マザーファンド］の組み入れを高位に維持し、基準価額の向上に努めてまいります。 

 

今後とも引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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ジャパン・アクティブ・グロース（資産成長型）

○１万口当たりの費用明細 (2017年６月21日～2017年12月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 100  0.785  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 48)  (0.379)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 48)  (0.379)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  3)  (0.027)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 6   0.049   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  6)  (0.049)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.002   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 106   0.836    

期中の平均基準価額は、12,697円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2017年６月21日～2017年12月20日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド 218,121 296,600 526,296 693,200 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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ジャパン・アクティブ・グロース（資産成長型）

○株式売買比率 (2017年６月21日～2017年12月20日) 

 

項 目 
当 期 

ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 9,821,986千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 12,913,446千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.76   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2017年６月21日～2017年12月20日) 

 

＜ジャパン・アクティブ・グロース（資産成長型）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 3,725 971 26.1 6,096 777 12.7 

平均保有割合 11.1%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 727千円 
うち利害関係人への支払額（B） 165千円 

（B）／（A） 22.7％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

利害関係人との取引状況 
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ジャパン・アクティブ・グロース（資産成長型）

○組入資産の明細 (2017年12月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド 1,315,325 1,007,150 1,463,288 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2017年12月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド 1,463,288 98.6 

コール・ローン等、その他 20,606 1.4 

投資信託財産総額 1,483,894 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

 

親投資信託残高 
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ジャパン・アクティブ・グロース（資産成長型）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2017年12月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,483,894,898   

 コール・ローン等 16,805,912   

 ジャパン・アクティブ・グロース マザーファンド(評価額) 1,463,288,986   

 未収入金 3,800,000   

(B) 負債 17,652,911   

 未払解約金 6,070,734   

 未払信託報酬 11,558,305   

 未払利息 20   

 その他未払費用 23,852   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,466,241,987   

 元本 1,048,754,258   

 次期繰越損益金 417,487,729   

(D) 受益権総口数 1,048,754,258口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 13,981円 
 

（注）期首元本額は 1,352,209,743 円、期中追加設定元本額は

362,674,532円、期中一部解約元本額は666,130,017円、１口当た

り純資産額は1.3981円です。 
 

○損益の状況 (2017年６月21日～2017年12月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      2,301   

 支払利息 △      2,301   

(B) 有価証券売買損益 168,684,833   

 売買益 207,657,718   

 売買損 △ 38,972,885   

(C) 信託報酬等 △ 11,582,157   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 157,100,375   

(E) 前期繰越損益金 121,641,848   

(F) 追加信託差損益金 138,745,506   

 (配当等相当額) (   92,234,178)  

 (売買損益相当額) (   46,511,328)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 417,487,729   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 417,487,729   

 追加信託差損益金 138,745,506   

 (配当等相当額) (   92,594,404)  

 (売買損益相当額) (   46,151,102)  

 分配準備積立金 278,742,223   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2017年６月21日～2017年12月20日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2017年６月21日～ 
2017年12月20日 

a. 配当等収益(経費控除後) 8,789,392円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 148,310,983円 

c. 信託約款に定める収益調整金 138,745,506円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 121,641,848円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 417,487,729円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 3,980円 

g. 分配金 0円 

h. 分配金(１万口当たり) 0円 
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ジャパン・アクティブ・グロース（資産成長型）

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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